
 

 

人口減少時代を見据えた県組織等のあり方検討部会の設置について 

総務部人事課 

１ 目的 

▪人口減少時代における県財政の持続可能性や労働力制約が課題となる中、政策の

優先順位を踏まえた事業の厳選と最適な組織づくりを行っていくことが益々重要。 

▪このため、今後も県が担っていくべき「事業」や、あるべき「組織」の方向性等に

ついて、行政機構審議会を開催し議論。 

▪特に今回は、定年引上げ等のより専門的な課題について随時検討いただくため、

部会を設置し、組織・人事制度に精通した有識者により機動的に議論。 

▪今年度策定予定の「新たな行政・財政改革方針」や定年引上げ等に議論を反映。 

 

 

２ 審議会構成 

 

 

 

 

 

３ 具体的な検討テーマ 

▪人口減少下における県の役割・業務と、必要な組織規模・職員数等について 

・県組織が担うべき役割と民間や地方独立行政法人に任せる役割の大きな方向性 

・新たな行政需要も生じる中、求められる県組織の規模の考え方  など 

 

▪職員の意欲・能力の更なる発揮に向けた取組について 

・今後、本県職員の大部分を占めると想定される高齢層職員と若手職員の、意欲・

能力の更なる発揮に向けた組織・人事制度上の取組  など 

資料１ 

行政機構審議会 … 会長の選任、部会委員の指名 

部会 …行政機構に関する諸課題の大きな方向性の検討  


